
 
四 
郷
土
の
薬
用
植
物
各
論 

   

1 

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ 

生
地
産
状 

自
生
、
秋
に
小
さ
い
黄
色
の
花
を
多
数
つ
け
る
多 

 
 
 
 

年
草 

生
薬
名 

一
枝
黄
花
（
茎
葉
を
乾
燥
） 

効 

用 

腎
臓
病
、
膀
胱

ぼ
う
こ
う

病
、
の
ど
の
痛
み
、
は
れ
物
、
解
毒 

 
 
 
 

に
煎
服
す
る
。 

                          

4 

ゴ
ボ
ウ∧

グ
ン
ボ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培 

 

生
薬
名 

牛
蒡
子

ゴ

ボ

ウ

シ

（
果
実
）、 

 
 
 
 

牛
蒡
根 

効 

用 

は
れ
物
、
の
ど
の
痛
み
、
む
く
み
、
利
尿
剤
に
牛
蒡 

 
 
 
 

子
を
粉
末
に
し
て
飲
む
。
煎
服
す
る
と
、
は
れ
物
の
口 

 
 
 
 

が
開
き
、
根
を
す
り
つ
ぶ
し
て
白
湯
で
飲
む
と
肉
類
の 

 
 
 
 

中
毒
を
消
し
、
み
そ
漬
け
に
し
て
食
べ
る
と
健
胃
に
な 

2 

キ 

ク 

 

生
地
産
状 

観
賞
花
卉
と
し
て
栽
培
種
類
が
多
い
。 

 

効 

用 

頭
痛
、
発
汗
に
乾
燥
し
た
花
を
煎
服
。
葉
汁
は
毒
虫 

 
 
 
 

に
さ
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
け
る
と
よ
い
。
花
葉
と
も
に 

 
 
 
 

食
用
に
も
な
る
。
料
理
菊
と
し
て
は
黄
菊
が
用
い
ら
れ 

 
 
 
 

る
。 

       

3 

キ
ン
セ
ン
カ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
観
賞
花
升 

 

効 

用 

茎
葉
の
絞
汁
は
打
ち
身
に
よ
い
。
若
葉
は
ゆ
で
て
食 

 
 
 
 

用
に
な
る
。 

          

り
、
煮
て
食
べ
る
と
水
腫
を
去
る
。
煮
た
汁
を
飲
む
と 

麻
疹
に
よ
く
、
塗
れ
ば
疥
癬

か
い
せ
ん

が
治
る
。
利
尿
に
は
煎
服 

す
れ
ば
よ
い
。
茎
葉
、
根
は
食
用
に
供
す
る
。 

       

5 

タ
ウ
コ
ギ 

 

生
地
産
状 

え
ら
ぶ
で
は
内
城
の
た
ん
ぼ
・
水
辺
に
自
生
。 

 

効 

用 

茎
葉
を
陰
干
し
に
し
て
煎
服
す
る
と
、
胃
腸
、
下
痢 

 
 
 
 

盗
汗
、
出
血
に
効
く
。
若
葉
を
ゆ
で
、
油
塩
で
調
理
し 

 
 
 
 

て
食
用
に
な
る
。 

6 

タ
ン
ポ
ポ 

 

生
地
産
状 

自
生
、
多
年
草
、
葉
は
土
際
に
叢
生

そ
う
せ
い

し
、
春
に
花 

 
 
 
 

茎
を
出
し
黄
か
自
の
頭
状
花
を
つ
け
る
。
実
は
白
い
冠 

 
 
 
 

毛
を
つ
け
風
に
よ
っ
て
四
散
す
る
。 

 

共
に
乾
燥
す
る 

 

 

660 661 



効 

用 

乾
燥
し
た
根
を
煎
服
す
れ
ば
健
胃
、
利
尿
に
よ
く
、 

 
 
 
 

葉
は
食
用
に
な
る
。 

       

7 

ツ
ワ
ブ
キ∧

山
ブ
チ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生 

 

生
薬
名 

た
く
ご 

 

効 

用 

打
ち
身
、
お
で
き
、
湿
疹
に
は
葉
を
火
に
あ
ぶ
っ
て 

 
 
 
 
 

               
 
 
 

中
心
は
紅
紫
色
の
多
数
の
管
状
花
か
ら
な
り
、
総
苞ほ

う

の 

 
 
 
 

外
側
は
粘
質
が
あ
る
。 

効 

用 

葉
、
生
の
根
を
す
り
つ
ぶ
し
て
は
れ
物
に
つ
け
る
と 

 
 
 
 

よ
い
。
根
を
刻
ん
で
日
干
し
に
し
煎
服
す
る
と
利
尿
、 

 
 
 
 

神
経
痛
、
胃
病
、
水
腫
に
効
く
。 

        

10 

ノ
ゲ
シ∧

ト
ゥ
ー
ユ∨

 

 
 
 

別
名 

ハ
ル
ノ
ノ
ゲ
シ 

生
地
産
状 

越
年
生
草
本
、
全
草
軟
ら
か
く
白
汁
が
あ
る
。
茎 

 
 
 
 

は
中
空
、葉
は
羽
裂
。春
夏
に
黄
色
の
頭
状
花
を
開
く
。 

効 

用 

茎
葉
は
食
用
に
な
る
。 

患
部
に
は
る
。
健
胃
、
食
あ
た
り
、
下
痢
、
魚
の
中
毒 

 
 
 
 

に
は
茎
根
を
煎
服
す
れ
ば
よ
い
。
茎
は
食
用
に
な
る
。 

8 

ニ
ガ
ナ∧

ニ
ジ
ャ
ナ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
多
年
生
草
本
、
葉
は
下
の
も
の
ほ
ど
細
長 

 
 
 
 

い
。
夏
、
黄
色
五
弁
の
舌
状
花
の
頭
状
花
序
を
開
く
。 

 
 
 
 

茎
・
葉
と
も
に
白
汁
を
有
し
、
苦
味
が
あ
る
。 

 

効 

用 

胃
病
に
煎
服
す
る
と
効
く
。
毒
虫
、
は
れ
物
に
茎
葉 

 
 
 
 

汁
を
つ
け
る
と
よ
い
。
若
葉
は
ゆ
で
て
食
用
と
な
る
。 

       

9 

ノ
ア
ザ
ミ∧

ア
ダ
ニ
ジ∨

 

 
生
地
産
状 

自
生
、
多
年
生
草
本
、
葉
は
羽
裂
し
裂
片
先
端
は 

 
 
 
 

と
げ
状
と
な
る
。五
月
ご
ろ
頭
状
花
を
上
向
き
に
つ
け
、 

                    

11 

ヒ
マ
ワ
リ 

生
地
産
状 

栽
培
、
花
卉
観
賞
、
葉
は
長
大
で
、
茎
は
一
～
二 

 
 
 
 

メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
夏
、
径
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
形 

 
 
 
 

の
頭
状
花
を
開
く
。
花
後
花
托た

く

が
肥
大
し
蜂は

ち

の
巣
状
に 

 
 
 
 

な
り
、
果
実
が
一
個
ず
つ
穴
の
中
に
あ
る
。 

効 

用 

茎
葉
を
干
し
て
煎
服
す
る
と
解
熱
、
リ
ウ
マ
チ
ス
に 

 
 
 
 

効
く
。
種
子
は
あ
ぶ
っ
て
食
し
、
種
子
か
ら
製
し
た
油 

 
 
 
 

は
食
用
に
な
る
。 

  

 

662 
663 



        

12 

ベ
ニ
バ
ナ 

 

生
地
産
状 

自
生
、
葉
の
周
辺
に
刺
が
あ
る
。
夏
、
紅
黄
色
の 

 
 
 
 

ア
ザ
ミ
に
似
た
頭
状
花
を
つ
け
、
小
花
は
細
い
筒
形
。 

 

生
薬
名 

紅
花

こ
う
か

―
乾
燥
し
た
花 

 

効 

用 

葉
、
花
を
乾
燥
し
て
煎
服
す
る
と
じ
ん
ま
し
ん
、
産 

 
 
 
 

前
後
、
腹
痛
に
効
く
。
種
子
か
ら
製
し
た
油
は
食
用
に 

               

14 

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン 

 
 
 

別
名 

ト
ト
キ
ニ
ン
ジ
ン 

 

生
地
産
状 

山
野
に
自
生
、
多
年
生
草
本
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 

ぐ
ら
い
、
三
～
六
葉
輪
生
、
夏
～
秋
に
か
け
淡
紫
色
の 

 
 
 
 

鐘
形
花
を
下
向
き
に
輪
生
す
る
。 

 

生
薬
名 

沙
参

し
や
じ
ん

―
乾
燥
し
た
根 

 

効 

用 

乾
燥
し
た
根
を
煎
剤
と
し
て
、
袪
痰
、
健
胃
、
強
壮 

 
 
 
 

剤
に
な
り
、
肺
熱
を
除
く
。
若
葉
は
ゆ
で
て
食
用
に
す 

 
 
 
 

る
。
根
も
煮
て
食
用
に
す
る
。 

        

 
 
 
  

な
り
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
な
る
。
花
は
口
紅
と
し
て 

 
 
 
 

化
粧
料
や
染
料
に
な
る
。 

13 

ヨ
モ
ギ∧

フ
ッ
チ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
多
年
生
草
本
、
葉
は
羽
裂
し
、
裏
に
白
毛 

 
 
 
 

が
あ
る
。
葉
は
香
気
を
有
す
。
秋
、
淡
褐
色
の
頭
状
花 

 
 
 
 

を
穂
状
に
つ
け
る
。 

 

生
薬
名 

艾が
い

葉よ
う 

 

効 

用  

通
経
、頭
痛
、痰
切
り
に
は
葉
を
煎
服
す
る
。子
宮
病
、 

 
 
 
 

腹
痛
、
吐
瀉
、
止
血
剤
と
し
て
一
日
八
グ
ラ
ム
煎
服
す
る
。 

 
 
 
 

葉
汁
に
食
塩
を
加
え
て
飲
む
と
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
、食
あ 

 
 
 

た
り
に
効
あ
り
。
葉
を
塩
で
も
み
、
痛
む
歯
に
つ
け
る
と 

 
 
 

即
効
が
あ
る
。
葉
は
薬
湯
、
草
餅も

ち

の
料
と
な
る
。 

                 

15 

南
瓜∧

卜
―
チ
ブ
ル
・
ゴ
ー
ブ
ラ∨

 

 
 
 

別
名 

カ
ボ
チ
ャ
、
唐
茄
子

と

う

な

す 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
生
つ
る
草
、
巻
き
ひ
げ
を
有
し
、
葉 

 
 
 
 

は
大
き
く
葉
柄
も
太
く
長
い
。
夏
、
大
形
黄
色
の
雌
雄 

 
 
 
 

の
花
を
開
き
、
大
き
な
果
実
を
結
ぶ
。 

 

生
薬
名 

南
瓜

ナ
ン
カ

仁ニ
ン

―
種
子
を
乾
燥
し
粉
末
に
す
る
。 

 

効 

用 

条
虫
駆
除
に
南
瓜
仁
を
空
腹
時
に
煎
服
す
る
。果
実
、 

 
 
 
 

種
子
は
食
用
に
な
る
。
花
は
ゆ
が
い
て
お
ひ
た
し
に
な 

る
。 

        

 

 
 

664 665 



16 

カ
ラ
ス
ウ
リ∧

ガ
ラ
シ
ヌ
マ
イ
ケ
ー
ヤ∨

 
生
地
産
状 

自
生
、
多
年
生
つ
る
草
、
雌
雄
別
株
、
花
冠
は
白 

 
 
 
 

色
、
花
弁
の
へ
り
は
細
い
糸
の
よ
う
に
裂
け
て
い
る
。 

 
 
 
 

晩
秋
に
赤
色
の
大
き
な
実
が
熟
す
。 

生
薬
名 

王お
う

瓜が

根こ
ん

―
乾
燥
し
た
根 

 
 
 
 
 

王
瓜
子
―
乾
燥
し
た
種
子 

効 

用 

ヒ
ビ
、
ア
カ
ギ
レ
、
シ
モ
ヤ
ケ
等
の
あ
れ
止
め
と
し 

 
 
 
 

て
果
汁
、
果
肉
を
患
部
に
塗
る
。
黄
疸
、
利
尿
、
血
の 

 
 
 
 

道
に
王
瓜
根
の
煎
剤
を
食
前
に
服
用
す
る
。
王
瓜
子
を 

 
 
 
 

食
後
に
煎
服
す
る
と
催
乳
と
し
て
よ
い
。 

                

18 

冬
瓜∧

シ
ブ
イ∨

ト
ウ
ガ
、
ト
ウ
ガ
ン 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
生
つ
る
草
、
葉
は
掌

形

し
よ
う
け
い

に
浅
く
裂
け
、 

 
 
 
 

毛
が
多
い
。夏
、葉
わ
き
に
黄
色
の
鐘
形
の
花
が
開
く
。 

 
 
 
 

果
実
は
大
き
く
白
粉
を
帯
び
る
。 

 

効 

用 

消
炎
・
利
尿
・
緩
下
剤
と
し
て
種
子
を
一
日
十
グ
ラ 

 
 
 
 

ム
煎
服
す
る
。
腎
臓
・
脚
気
・
肋
膜
・
腹
膜
に
も
よ
い
。 

 
 
 
 

煎
汁
で
痔
を
洗
え
ば
痛
み
を
去
る
。 

           

19 

糸
瓜

へ
ち
ま∧

ナ
ー
ビ
ラ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
つ
る
草
、
葉
は
掌
状
、
浅
裂
が
あ 

17 

西 

瓜 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
生
つ
る
草
、
大
き
な
切
り
込
み
の
あ 

 
 
 
 

る
葉
、
夏
、
小
形
の
黄
色
い
合
弁
花
を
開
き
、
大
き
な 

 
 
 
 

実
を
結
ぶ
。 

 

効 

用 

果
肉
か
ら
果
汁
を
と
り
、
と
ろ
火
で
煮
詰
め
て
西
瓜 

 
 
 
 

糖
を
作
り
、
一
日
三
回
、
茶
さ
じ
一
杯
ず
つ
服
用
す
る 

 
 
 
 

と
利
尿
・
腎
臓
炎
の
む
く
み
・
水
腫
に
よ
く
効
く
。 

                    
 
 
 

り
、
夏
、
黄
色
の
五
弁
の
花
が
開
く
。
雌
雄
同
株
で
雄 

 
 
 
 

花
は
総
状
花
序
に
、
雌
花
は
独
立
に
咲
く
。
果
実
は
六 

 
 
 
 

十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
円
柱
状
で
、
米
肉
内
に
硬
靭じ

ん

な
繊 

 
 
 
 

維
組
織
が
網
目
状
に
あ
る
。 

効 

用 

痰
・
せ
き
・
利
尿
に
は
種
子
を
煎
服
し
、
ま
た
は
果 

 
 
 
 

実
を
煮
た
汁
を
服
用
す
る
。
水
腫
を
治
し
、
健
胃
に
も 

 
 
 
 

な
る
。
茎
か
ら
と
っ
た
水
は
化
粧
水
と
な
り
、
頭
痛
・ 

 
 
 
 

火
傷
・
痰
切
り
等
に
も
よ
い
。
花
・
若
葉
・
果
実
は
食 

 
 
 
 

用
と
な
り
、
果
肉
内
の
繊
維
は
ヘ
チ
マ
タ
ワ
シ
と
し
て 

 
 
 
 

用
い
ら
れ
る
。 

          

 

 

666 667 



  
20 
ク
サ
ニ
ワ
ト
コ∧

ウ
ワ
ン
カ
ケ
ー
ジ∨

 

 
 
 

別
名 
ソ
ク
ズ 

 

生
地
産
状 
山
野
に
自
生
、
多
年
草
、
夏
、
茎
の
先
に
白
花
を 

 
 
 
 

つ
け
る
。
果
実
は
赤
く
な
る
。 

 

効 

用 

腎
臓
病
・
利
尿
に
全
草
を
煎
服
す
る
。
リ
ウ
マ
チ
・ 

 
 
 
 

神
経
痛
に
浴
湯
料
と
し
て
乾
燥
し
た
の
を
袋
に
入
れ
煮 

 
 
 
 

て
か
ら
浴
槽
に
入
れ
る
。 

                    

22 

オ
ウ
バ
コ∧

フ
ー
バ
草∨

 

 

生
地
産
状 

路
傍
、
原
野
に
自
生
、
多
年
草
、
葉
は
長
柄
根
生
、 

 
 
 
 

広
だ
円
形
、
夏
、
葉
間
か
ら
花
茎
を
出
し
、
白
色
の
小 

 
 
 
 

花
を
穂
状
に
つ
け
、
秋
、
黒
褐
色
の
実
を
結
ぶ
。 

 

生
薬
名 

車
前
子
―
乾
燥
し
た
種
子
、
車
前
草
―
乾
燥
し
た
全 

 
 
 
 

草
。 

効 

用 

せ
き
止
め
・
利
尿
に
車
前
子
を
煎
服
す
る
。
車
前
草 

を
煎
服
す
れ
ば
健
胃
・
消
化
不
良
・
利
尿
に
よ
い
。
根 

を
煎
服
す
れ
ば
、
痰
切
り
・
ぜ
ん
そ
く
に
よ
い
。
は
れ 

物
に
は
葉
を
あ
ぶ
っ
て
は
る
と
う
み
を
出
す
。 

       

  

21 

ク
チ
ナ
シ 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
常
緑
か
ん
木
、
高
さ
一
～
二
メ
ー 

 
 
 
 

ト
ル
、
葉
は
光
沢
あ
り
。
長
だ
円
形
、
夏
、
白
色
大
弁 

 
 
 
 

花
を
開
き
、
芳
香
が
あ
る
。
果
実
は
紅
黄
色
と
な
る
。 

 

生
薬
名 

山さ
ん

梔
子

し

し

―
果
実
を
乾
燥
し
た
も
の 

 

効 

用 

解
熱
・
清
血
・
黄
疸
・
淋
疾
・
疝
気
・
不
眠
症
・
健 

 
 
 
 

胃
・
通
経
に
山
梔
子
一
日
十
グ
ラ
ム
を
煎
服
す
る
。
は 

 
 
 
 

れ
物
、
打
ち
身
、
腰
の
痛
み
に
山
梔
子
を
卵
白
で
ね
っ 

 
 
 
 

て
患
部
に
つ
け
る
と
よ
い
。
染
料
、
漬
物
の
着
色
剤
と 

 
 
 
 

な
り
、
花
は
食
用
に
な
る
。 

                 

23 

ゴ
マ∧

グ
マ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
夏
、 

 
 
 
 

葉
わ
き
に
一
つ
の
花
を
開
く
。
筒
状
で
白
色
、
紫
紅
色 

 
 
 
 

の
か
さ
が
あ
り
、
花
後
、
さ
や
を
結
び
、
熟
す
る
と
黒 

 
 
 
 

色
と
な
り
、縦
に
四
裂
し
、中
に
多
く
の
種
子
が
あ
る
。 

 

効 

用 

強
壮
剤
・
健
胃
・
月
経
不
順
に
よ
い
。
油
は
食
用
と 

 
 
 
 

な
る
。
葉
は
止
血
に
よ
い
。 

       

24 

イ
ヌ
ホ
オ
ヅ
キ 

 
 
 

別
名 

ウ
シ
ホ
オ
ヅ
キ 

生
地
産
状 

自
生
、
一
年
草
、
高
さ
約
五
十
セ
ン
チ
、
枝
分
か 

 

ス
イ
カ
ズ
ラ 

 

 

 

668 669 



 
 
 

れ
し
て
横
に
広
が
る
。
葉
は
卵
形
。
夏
に
白
い
花
を
つ 

 
 
 

け
、
秋
、
球
形
の
実
を
つ
け
熟
す
る
と
黒
く
な
る
。
有 

 
 
 

毒
で
、
小
児
が
実
を
食
べ
る
と
、
昏
睡

こ
ん
す
い

や
ひ
き
つ
け
を 

 
 
 

起
こ
す
。
実
は
袋
な
く
裸
出
で
あ
る
。 

効 

用 

は
れ
物
に
実
・
茎
・
葉
を
つ
ぶ
し
て
汁
を
つ
け
る
と 

 
 
 

よ
い
。
全
草
を
煎
じ
つ
め
た
汁
を
タ
ム
シ
に
つ
け
る
と 

 
 
 

す
ぐ
冶
る
。 

                    

27 

タ
バ
コ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
、
葉
は
だ 

 
 
 
 

円
形
、
大
形
で
、
茎
葉
に
腺
毛
が
あ
り
、
夏
、
淡
紅
紫
色
の 

 
 
 
 

漏
斗

ろ
う
と

状
の
花
を
つ
け
、
花
後
、
卵
形
の
実
を
結
ぶ
。 

 

効 

用 

葉
を
刻
ん
で
つ
け
る
と
止
血
の
効
が
あ
る
。
葉
は
煙 

 
 
 
 

草
に
な
る
。 

      

28 

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ∧

ゼ
ン
ソ
ク
タ
バ
コ∨

 

別
名 

キ
チ
ガ
イ
ナ
ス
ビ
・
マ
ン
ダ
ラ
ゲ 

生
地
産
状 

自
生
、
帰
化
植
物
、
有
毒
植
物
、
高
さ
約
一
メ
ー 

 
 
 
 

ト
ル
、
秋
、
葉
の
わ
き
に
淡
紫
色
、
ま
た
は
白
色
の
朝 

 
 
 
 

顔
形
の
五
弁
花
を
開
く
。
と
げ
の
密
生
し
た
楕だ

円
形
の 

 
 
 
 

果
実
を
結
び
、
種
子
は
黒
く
多
数
で
猛
毒
あ
り
。 

生
薬
名 

蔓
陀

ま
ん
だ

羅ら

華げ

―
葉
を
乾
燥
し
た
も
の 

25 

セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ 

 

生
地
産
状 

自
生
、
一
年
草
、
夏
、
緑
黄
色
の
小
花
を
葉
の
つ 

 
 
 
 

け
根
に
開
き
、
果
実
は
小
形
で
、
数
が
多
く
、
熟
し
て 

 
 
 
 

も
赤
く
な
ら
な
い
。 

 

効 

用 

淋
疾
・
通
経
・
熱
さ
ま
し
に
は
、
根
を
煎
服
す
る
。 

実
を
生
で
食
べ
る
と
虫
下
し
、
小
児
の
疳か

ん

が
治
る
。
実 

 
 
 
 

の
汁
を
飲
め
ば
難
産
の
妙
薬
。 

26 

ホ
オ
ズ
キ 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
多
年
草
、
花
は
白
色
、
先
が
浅
く 

 
 
 
 

五
裂
し
、
下
向
き
に
咲
く
。
花
後
、
が
く
が
発
達
し
て 

 
 
 
 

果
実
を
包
み
赤
く
な
る
。 

 

効 

用 

せ
き
止
め
・
解
熱
・
利
尿
に
全
草
を
乾
燥
さ
せ
、
煎 

 
 
 
 

服
す
る
。
果
実
は
小
穴
を
あ
け
、
中
の
種
子
を
取
り
除 

 
 
 
 

き
、
女
児
が
吹
き
鳴
ら
し
て
が
ん
具
と
す
る
。 

                      

効 

用 

蔓
陀
羅
華
を
タ
バ
コ
の
よ
う
に
し
て
吸
う
と
ぜ
ん
そ 

 
 
 
 

く
が
治
る
。
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
、
ア
ト
ロ
ビ
ン
の
原
料
。 

29 

ト
ウ
ガ
ラ
シ∧

フ
シ
ュ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
高
さ
約
六
十
セ
ン
チ
、
夏
、
葉
の
わ
き
に 

 
 
 
 

白
い
小
花
を
つ
け
、
果
実
は
長
だ
円
形
で
熟
す
る
と
赤 

 
 
 
 

く
な
る
。
一
年
草 

 

効 

用 

果
皮
お
よ
び
種
子
に
刺
激
性
の
辛
み
を
有
し
、
乾
燥 

 
 
 
 

し
て
香
辛
料
に
用
い
る
。
食
欲
増
進
健
胃
剤
と
な
る
。 

 
 
 
 

引
赤
薬
と
し
て
、
炎
症
、
神
経
痛
に
よ
い
。
七
味
唐と

う

辛が
ら 

 
 
 
 

子し

の
原
料
。 

 

670 671 



       

30 

茄
子

な

す∧

ナ
ス
ビ∨

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
葉
は
卵
形
、
夏
、
秋
に
淡
紫
色 

 
 
 

の
合
弁
花
を
葉
の
つ
け
根
に
開
く
。
果
実
は
球
形
、
卵 

 
 
 

形
、
長
だ
円
形
で
、
紫
黒
色
で
あ
る
。 

効 

用 

果
実
の
へ
タ
を
蒸
し
焼
き
に
し
て
口
中
の
諸
病
、
乳 

 
 
 

の
腫
な
ど
に
使
う
。
へ
タ
の
汁
は
イ
ボ
（
ク
チ
ビ
）
に 

 
 
 

効
く
。
ヘ
タ
を
漬
物
に
入
れ
る
と
虫
が
わ
か
な
い
。
果 

 
 
 

実
は
食
用
と
な
る
。 

               
 
 

紅
色
で
芳
香
が
あ
る
。
秋
に
長
花
茎
を
出
し
、
淡
紅
紫 

 
 
 

色
の
小
唇
形
花
を
総
状
に
つ
け
球
状
の
小
果
を
結
ぶ
。 

生
薬
名 

紫
蘇

し

そ

葉よ
う

、
蘇
葉
―
葉
を
陰
干
し
に
し
た
も
の
。
紫
蘇 

 
 
 

子
―
種
子
を
陰
干
し
に
し
た
も
の
。 

効 

用 

蘇
葉
、
紫
蘇
子
共
に
煎
服
す
る
と
、
健
胃
・
か
ぜ
・ 

 
 
 

痰
切
り
・
利
尿
・
血
液
の
循
環
に
よ
い
。
細
か
く
粉
末 

 
 
 

状
に
し
た
も
の
を
熱
湯
で
飲
む
と
魚
の
中
毒
に
効
く
。 

 
 
 
 

葉
は
梅
干
し
に
入
れ
、
食
用
に
も
な
る
。 

         

31 

ヤ
ン
バ
ル
ナ
ス
ビ 

生
地
産
状 

自
生
。 

 

効 

用 

解
熱
、
強
壮
剤
と
し
て
根
を
煎
服
す
る
。 

   

32 

サ
ル
ビ
ヤ 

生
地
産
状 

花
卉
と
し
て
栽
培
、
高
さ
約
九
十
セ
ン
チ
、
茎
は 

 
 
 
 

方
形
、葉
に
白
毛
が
あ
り
、葉
面
に
細
い
ひ
だ
が
あ
る
。 

 
 
 
 

葉
は
卵
形
、
夏
、
秋
に
濃
紅
色
の
唇
形
花
を
数
多
く
輪 

 
 
 
 

生
し
先
へ
先
へ
と
開
花
し
て
い
く
。 

効 

用 

盗
汗
に
乾
燥
し
た
葉
を
煎
服
す
る
と
効
く
。 

     
33 
シ 

ソ 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
茎
は
方
形
、
葉
は
広
卵
形
、
紫 

          

34 

ハ
ッ
カ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
多
年
草
、
茎
は
方
形
で
、
高
さ
は
約
六
十 

 
 
 
 

セ
ン
チ
、葉
は
長
だ
円
形
ま
た
は
卵
形
で
と
が
る
。夏
、 

 
 
 
 

秋
に
葉
の
わ
き
に
淡
紅
紫
色
の
唇
形
花
を
多
数
つ
け 

 
 
 
 

る
。
全
草
芳
香
あ
り
。 

 

効 

用 

葉
を
刻
ん
で
水
蒸
気
蒸
留
し
て
と
っ
た
液
は
、
胃
・ 

 
 
 
 

歯
痛
・
頭
痛
な
ど
の
痛
み
を
止
め
、
殺
菌
剤
に
な
る
。 

 
 
 
 

ぜ
ん
そ
く
に
も
効
が
あ
る
。
清
涼
、
興
奮
剤
に
な
る
。 

         

 

672 673 



  
35 
ク
サ
ギ∧

ハ
バ
シ
ニ
ャ∨

 

 

生
地
産
状 
自
生
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
、
葉
は
広
卵
形
で
長 

 
 
 
 

柄
が
あ
り
、
対
生
し
、
悪
臭
が
あ
る
。
夏
、
赤
色
の
が 

 
 
 
 

く
と
白
色
の
花
冠
の
管
状
五
裂
の
花
を
開
く
。
果
実
は 

 
 
 
 

熟
す
る
と
碧へ

き

色
し
よ
く

に
な
る
。 

 

効 

用 

リ
ウ
マ
チ
・
高
血
圧
・
利
尿
に
葉
を
煎
服
す
る
。
煎 

 
 
 
 

じ
た
汁
で
痔
・
は
れ
物
の
患
部
を
洗
う
と
よ
い
。
若
葉 

 
 
 
 

は
食
用
に
な
り
、
果
実
は
染
料
に
な
る
。 

                  

37 

ア
サ
ガ
オ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草 

園
芸
植
物
、
茎
は
つ
る
で
左
巻 

 
 
 
 

き
。
夏
、
葉
の
つ
け
根
か
ら
、
ラ
ッ
パ
状
の
大
き
な
花 

 
 
 
 

を
開
く
。
品
種
が
多
い
。 

 

生
薬
名 

牽
牛

け
ん
ご

子
―
種
子
を
日
干
し
に
し
、
果
皮
を
除
き
種
子 

 
 
 
 

を
乾
燥
し
た
も
の
。 

 

効 

用 

下
剤
に
牽
牛
子
を
一
日
〇
・
五
グ
ラ
ム
ほ
ど
煎
服
す 

 
 
 
 

る
。 

      

38 

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ∧

ハ
マ
カ
ジ
ラ∨

 

 
 
 

別
名 

ノ
ア
サ
ガ
オ
、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ 

生
地
産
状 

多
年
草
、
海
岸
の
砂
地
に
自
生
、
地
下
茎
を
長
く 

 
 
 
 

伸
ば
し
、
地
下
茎
は
長
く
地
に
伏
す
。
葉
は
腎
臓

じ
ん
ぞ
う

形
厚 

36 

ハ
マ
ゴ
ウ∧

ホ
ー
ギ∨

 

 

生
地
産
状 

海
浜
砂
地
に
あ
り
、低
木
で
幹
は
長
く
地
を
は
い
、 

 
 
 
 

所
々
に
ひ
げ
根
を
下
ろ
す
。
葉
は
卵
形
で
裏
に
細
毛
が 

 
 
 
 

あ
り
、
茎
葉
に
特
有
の
香
が
あ
る
。
夏
、
深
紫
色
の
唇 

 
 
 
 

形
花
を
穂
状
に
つ
け
、
花
後
、
球
果
を
結
ぶ
。 

 

生
薬
名 

蔓ま
ん

荊
子

け
い
し

～
干
し
た
果
実 

 

効 

用 

蔓
荊
子
を
強
壮
・
清
涼
剤
・
頭
痛
・
感
冒
に
一
日
十 

 
 
 
 

グ
ラ
ム
煎
服
す
る
。
神
経
痛
・
手
足
の
し
び
れ
に
種
子 

 
 
 
 

三
、
葉
茎
七
の
割
で
五
百
グ
ラ
ム
袋
に
入
れ
、
煮
出
し 

 
 
 
 

て
か
ら
、
袋
ご
と
風
呂
に
入
れ
て
入
浴
す
る
。
茎
葉
は 

 
 
 
 

蚊
や
り
に
用
い
る
。 

                 
 
 
 

質
で
光
沢
が
あ
る
。
夏
、
葉
の
わ
き
に
ア
サ
ガ
オ
に
似 

 
 
 
 

た
ラ
ッ
パ
形
の
淡
紅
色
の
花
を
開
く
。
花
後
果
皮
に
包 

 
 
 
 

ま
れ
た
四
粒
ほ
ど
の
黒
い
種
子
を
結
ぶ
。 

効 

用 

下
剤
と
し
て
根
を
乾
燥
し
、
粉
末
に
し
て
一
日
一
グ 

 
 
 
 

ラ
ム
を
服
用
す
る
。 

            

39 

リ
ン
ド
ウ 

 

生
地
産
状 

永
良
部
で
は
内
城
方
面
に
あ
る
。
多
年
草
、
高
さ 

 

 

674 675 



五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
山
野
に
自
生
、
葉
は
笹さ

さ

に
似
て
、 

秋
、
紫
色
鐘
状
の
花
を
開
き
、
花
後
、
蒴
果

さ
つ
か

（
は
じ
け 

る
実
）
を
結
ぶ
。 

生
薬
名 
竜

り
ゆ
う 

胆た
ん

―
干
し
た
根 

効 

用 

健
胃
剤
と
し
竜
胆
一
日
〇
、五
グ
ラ
ム
を
服
用
す
る
。 

        

40 

カ 

キ 

生
地
産
状 

栽
培
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
落
葉
喬

き
よ
う

木
、 

 
 
 
 

葉
は
革
質
。
六
月
ご
ろ
黄
色
味
の
四
弁
の
雄
花
と
雌
花 

 
 
 
 

を
開
く
。
大
型
の
果
実
が
つ
く
。 

効 

用 

魚
の
中
毒
に
葉
を
す
り
つ
ぶ
し
、
そ
の
汁
を
飲
む
と 

 
 
 
 

よ
い
。
血
圧
降
下
に
さ
か
ず
き
一
杯
の
柿か

き

渋し
ぶ

に
大
根
お 

       

生
薬
名 

白

菖

は
く
し
よ
う

―
根
茎
を
乾
燥
し
た
も
の 

効 

用 

健
胃
剤
と
し
て
白
菖
を
煎
服
す
る
。
皮
膚
病
に
葉
汁 

 
 
 
 

を
つ
け
る
と
よ
い
。
葉
を
煎
服
す
れ
ば
疝
気
に
効
き
、 

 
 
 
 

し
ょ
う
ぶ
湯
は
身
体
を
温
め
る
。
端
午
の
節
句
（
五
月 

 
 
 
 

五
日
子
供
の
日
）
に
は
葉
を
軒
下
に
さ
し
魔
よ
け
に
す 

 
 
 
 

る
。 

         

42 

ウ
イ
キ
ョ
ウ∧

ウ
イ
チ
ョ∨

 

 

生
地
産
状 

多
年
草
、
砂
地
に
自
生
、
日
当
り
よ
く
通
風
の
あ 

 
 
 
 

る
砂
地
に
栽
培
す
る
こ
と
も
あ
る
。
全
体
に
芳
香
が
あ 

 
 
 
 

り
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
、
葉
は
糸
状
に
裂
け
、
夏
、
多 

 
 
 
 

数
の
黄
白
色
の
小
花
の
花
序
を
つ
け
る
。
秋
、
多
数
の 

ろ
し
を
混
ぜ
て
一
日
三
回
服
用
、
乾
燥
葉
を
一
日
二
十 

グ
ラ
ム
を
煎
じ
て
、
お
茶
が
わ
り
に
飲
む
の
も
よ
い
。 

し
ゃ
っ
く
り
に
は
へ
た
五
グ
ラ
ム
に
ひ
ね
し
ょ
う
が
同 

量
、
二
百
Ｃ．Ｃ．
の
水
に
煎
じ
て
飲
む
。
果
実
は
食
用
、
渋 

を
と
る
。 

        

41 

シ
ョ
ウ
ブ 

 

生
地
産
状 

湿
地
、
沼
地
に
自
生
。
根
茎
は
泥
の
中
に
横
た
わ 

 
 
 
 

り
、
節
が
多
く
、
下
部
に
ひ
げ
根
が
あ
る
。
長
剣
状
の 

 
 
 
 

80
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
葉
を
出
し
芳
香
あ
り
。
初
夏
、
花 

 
 
 
 

茎
の
中
ほ
ど
に
黄
緑
色
の
小
花
を
密
生
。 

         
 
 
 

果
実
を
生
ず
る
。 

生
薬
名 

茴う
い

香
き
よ
う

―
果
実
が
熟
す
る
前
、
果
穂
ご
と
採
取
し
二 

 
 
 
 

～
三
日
、
日
干
し
に
す
る
。 

効 

用 

健
胃
、
駆
風
（
腹
に
た
ま
っ
た
ガ
ス
を
排
出
す
る
こ 

 
 
 
 

と
）、
痰
切
り
に
茴う

い

香
を
粉
末
に
し
て
服
用
す
る
。
若 

 
 
 
 

葉
は
ゆ
で
て
食
用
と
な
る
。
カ
レ
ー
粉
の
黄
の
原
料
と 

 
 
 
 

な
る
。 

       

43 

チ
ド
メ
グ
サ 

生
地
産
状 

多
年
草
、
小
さ
な
雑
草
と
し
て
、
人
家
の
湿
地
に 

 
 
 
 

自
生
す
る
。細
茎
は
地
上
を
は
い
、節
か
ら
根
を
出
し
、 

 
 
 
 

葉
が
出
る
。
葉
は
円
形
で
長
柄
、
夏
、
白
か
紫
色
を
帯 

 
 
 
 

び
た
小
花
を
つ
け
る
。 

676 677 



効 

用 

止
血
に
茎
葉
の
絞
り
汁
を
つ
け
る
。
葉
を
も
ん
で
タ 

 
 
 
 

ム
シ
に
は
る
と
治
る
。
乾
燥
し
た
全
草
を
10
グ
ラ
ム
水 

 
 
 
 

四
百
Ｃ．Ｃ．
を
半
量
に
煎
じ
て
服
用
す
れ
ば
解
熱
、
利
尿
に 

 
 
 
 

よ
い
。
ほ
し
目
に
煎
液
で
洗
眼
す
る
。 

         

44 

人
参∧

ミ
ン
ジ
ヌ∨

 

 

生
地
産
状 

一
年
草
、
栽
培
。
葉
は
根
生
の
複
葉
、
花
は
小
形 

 
 
 
 

白
色
で
、
長
い
花
茎
の
上
に
密
生
。
根
は
長
円
す
い
形 

 
 
 
 

か
紡
錘
形
を
な
し
、
普
通
赤
色
。 

 

効 

用 

根
と
若
葉
は
食
用
に
な
る
。
根
を
焼
い
て
食
べ
る
と 

 
 
 
 

寝
小
便
が
治
る
。
蒸
し
て
軟
ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
切 

         
 
 
 

茎
葉
に
細
毛
が
あ
り
、
葉
は
羽
状
複
葉
。
夏
、
白
色
の 

 
 
 
 

小
五
弁
花
を
密
生
。
果
実
は
刺
毛
が
あ
り
、
他
の
も
の 

 
 
 
 

に
付
着
し
や
す
い
。 

生
薬
名 

蛇
牀
子

じ
や
し
よ
う
し

―
果
実
を
乾
燥
し
た
も
の 

効 

用 

蛇
牀
子
は
消
炎
・
強
壮
剤
と
な
る
。 

           

47 

ザ
ク
ロ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
高
さ
約
六
～
七
メ
ー
ト
ル
、
幹
に
は
こ
ぶ 

 
 
 
 

が
多
く
、
枝
に
と
げ
が
あ
る
。
夏
、
鮮
紅
色
の
筒
状
花 

 
 
 
  

り
傷
に
つ
け
る
と
よ
い
。
水
腫
・
腎
臓
病
に
は
種
子
を 

 
 
 
  

煎
服
す
る
。 

45 

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ∧

ハ
マ
ジ∨

 

 
 

生
地
産
状 

多
年
草
、
海
浜
砂
地
に
自
生
。
全
体
に
淡
褐
色
の 

 
 
 
 

長
軟
毛
を
密
生
、
葉
は
羽
状
複
葉
、
夏
、
白
の
小
形
の 

 
 
 
  

花
を
つ
け
る
。 

 
 

     

効 

用 

根
を
刻
み
陰
干
し
に
し
乾
燥
し
た
の
を
８
グ
ラ
ム
水 

 
 
 
 

二
百
Ｃ．Ｃ．
で
二
分
の
一
に
な
る
ま
で
煎
じ
服
用
す
れ
ば
か 

 
 
 
 

ぜ
が
治
る
。
袋
に
入
れ
て
煮
て
か
ら
ふ
ろ
に
入
れ
る
と 

 
 
 
 

血
行
が
よ
く
な
る
。
ま
た
根
は
辛
味
香
気
が
あ
り
刺
身 

 
 
 
 

の
つ
ま
に
な
る
。 

46 
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ 

 
 

生
地
産
状 

二
年
草
、
山
野
に
自
生
、
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
。 

         
 
 
 

を
開
き
、
果
実
は
大
き
い
。
果
実
は
黄
紅
色
で
黒
斑は

ん

が 

 
 
 
 

あ
り
、
熟
す
る
と
裂
け
て
中
か
ら
淡
紅
色
透
明
の
皮
を 

 
 
 
 

か
ぶ
っ
た
多
数
の
種
子
を
露
出
す
る
。 

効 

用 

条
虫
下
し
・
下
痢
止
・
腹
痛
・
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
に 

 
 
 
 

樹
皮
を
煎
服
す
る
。
花
を
煎
じ
て
飲
め
ば
下
痢
・
コ
シ 

 
 
 
 

ケ
が
冶
る
。
葉
を
陰
干
し
に
し
て
茶
代
わ
り
に
飲
め
ば 

 
 
 
 

健
胃
剤
と
な
る
。 

         

48 

サ
ボ
テ
ン 

 

生
地
産
状 

自
生
ま
た
は
栽
培
、
常
緑
多
年
草
、
茎
は
扁
平

へ
ん
ぺ
い

、 

 
 
 
 

円
柱
、
球
形
等
種
類
が
多
い
。
表
面
に
は
葉
の
変
形
し 

678 679 



 
 
 
 

た
と
げ
が
あ
る
。
花
は
多
く
は
、
赤
、
黄
、
白
色
で
あ 

 
 
 
 

る
。 

効 
用 

は
れ
物
や
脚
気
に
茎
を
す
っ
て
汁
を
つ
け
る
と
よ 

い
。 

         

49 

パ
パ
イ
ヤ∧

マ
ン
ジ
ョ
ウ
ウ
イ∨

 

生
地
産
状 

栽
培
、
喬
木
、
幹
は
柔
軟
で
分
岐
し
な
い
。
葉
は 

 
 
 
 

梢
し
よ
う

頭
に
叢
生
、
長
柄
を
有
し
、
掌
状
に
分
裂
。
ヤ
ツ 

 
 
 
 

デ
型
、
雌
雄
異
株
、
雄
花
は
黄
色
肉
質
で
五
弁
、
雌
花 

 
 
 
 

は
短
柄
叢
生
、
果
実
は
大
き
く
、
熟
す
る
と
黄
色
に
な 

 
 
 
 

り
芳
香
あ
り
。 

                   

51 

ト
ロ
ロ
ア
オ
イ∧

ア
ジ
ブ
タ
ン∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
一
年
草
、
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
、 

 
 
 
 

葉
は
長
柄
、
互
生
、
掌
状
に
深
裂
、
夏
秋
に
葉
梢
に
黄 

 
 
 
 

色
で
底
部
が
紫
色
の
大
形
の
花
を
開
き
、
花
後
、
だ
円 

 
 
 
 

形
の
種
子
を
結
ぶ
。 

 

効 

用 

乾
燥
根
を
刻
み
、
熱
湯
に
入
れ
て
飲
む
と
、
せ
き
、 

 
 
 
 

の
ど
の
痛
み
に
よ
く
、
は
れ
物
を
散
ら
す
。
根
の
粘
液 

 
 
 
 

は
和
紙
の
糊
料
に
す
る
。 

効 

用 

果
実
は
食
用
と
な
り
、
漬
物
に
も
す
る
。
消
化
を
助 

 
 
 
 

け
、
母
乳
催
進
剤
と
な
る
。
枯
薬
を
煎
服
す
れ
ば
ア
メ
ー 

 
 
 
 

バ
ー
赤
痢
に
よ
い
。 

                                   

52 

エ
ビ
ズ
ル∧

ハ
二
ブ∨

 

 

生
地
産
状 

山
野
に
自
生
、
全
株
に
淡
褐
紅
色
か
、
灰
白
色
の 

 
 
 
 

綿
毛
を
密
生
、
巻
き
ひ
げ
が
あ
る
。
葉
は
ブ
ド
ウ
に
似 

 
 
 
 

て
小
さ
い
。
夏
、
複
総
状
花
序
の
花
を
つ
け
、
花
後
、 

 
 
 
 

紫
黒
球
形
の
実
を
結
ぶ
。 

 

効 

用 

急
性
皮
膚
炎
（
タ
ノ
ー
）
に
茎
を
切
っ
て
一
方
を
吹 

 
 
 
 

き
反
対
側
か
ら
出
た
汁
を
つ
け
る
と
洽
る
。
葉
は
乾
燥 

 
 
 
 

し
て
も
ん
で
モ
グ
サ
と
し
灸

き
ゅ
う

の
材
と
な
る
。 

680 681 



            

53 

ホ
ウ
セ
ン
カ∧

ハ
マ
ク
ラ∨

 

 
 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
高
さ
が
約
四
十
セ
ン
チ
、
幾
種 

 
 
 
 
 

類
か
あ
り
。
夏
、
赤
・
白
・
紫
・
絞
り
な
ど
の
花
を
開 

 
 
 
 
 

く
。
果
実
は
熟
す
る
と
、
果
皮
が
開
裂
し
て
種
子
が
は 

 
 
 
 
 

じ
き
出
す
。
茎
は
多
肉
質
で
、
葉
は
長
だ
円
形
で
両
端 

 
 
 
 
 

が
と
が
っ
て
い
る
。 

 
 

生
薬
名 

急
性
子
―
種
子
を
日
干
し
に
し
て
乾
燥
し
た
も
の
。 

 
 

効 

用 

魚
肉
中
毒
に
種
子
二
グ
ラ
ム
を
水
二
百
Ｃ．Ｃ．
で
半
量
に 

             

55 

ユ
ズ
リ
ハ 

 

生
地
産
状 

山
地
に
自
生
、常
緑
喬
木
、高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
、 

           

        

煎
じ
て
服
用
す
る
。
と
げ
の
さ
さ
っ
た
と
き
、
毒
虫
に 

刺
さ
れ
た
と
き
、
白
花
を
す
り
つ
け
る
と
よ
い
。
は
れ 

物
に
は
生
の
葉
汁
を
つ
け
る
。 

   

54 

フ
ク
ロ
木∧

ク
シ
ヤ
バ
ニ
ジ
・
ミ
ッ
ク
ラ
ニ
ジ∨

 

 
 

生
地
産
状 

自
生
、
石
垣
に
よ
く
生
え
て
い
た
。
小
喬
木
で
、 

 
 
 
 

莖
は
五
角
形
で
、
角
ば
っ
た
所
に
一
列
に
葉
が
つ
き
、 

 
 
 
 

葉
の
下
部
に
二
つ
の
と
げ
が
あ
る
。 

 
 

効 
用 
タ
ム
シ∧

ク
シ
ヤ
バ∨

に
乳
状
の
樹
液
を
つ
け
る
と 

 
 
 
 

よ
い
。樹
液
は
毒
気
が
強
く
目
に
入
る
と
盲
目
に
な
る
。 

       

若
い
枝
と
葉
柄
は
赤
み
を
帯
び
、
葉
は
長
だ
円
形
で
厚 

く
葉
裏
は
白
み
を
帯
び
て
い
る
。
五
月
ご
ろ
、
黄
緑
色 

の
総
状
花
を
配
列
し
、
だ
円
形
の
核
果
を
結
び
、
秋
、 

熟
し
て
暗
緑
色
に
な
る
。
新
葉
が
成
長
し
て
か
ら
旧
葉 

が
落
ち
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。 

 

効 

用 

駆
虫
剤
と
し
て
葉
の
煎
汁
を
用
い
る
。
寄
生
性
皮
膚 

病
は
煎
液
で
洗
う
。
若
葉
は
ゆ
で
て
食
用
に
し
、
老
葉 

は
炒

し
よ
う

粉
と
す
る
。
葉
は
正
月
の
飾
り
も
の
に
す
る
。 

  

56 

セ
ン
ダ
ン∧

シ
ン
ダ
ン
木ギ∨

 

生
地
産
状 

自
生
ま
た
は
栽
培
、
落
葉
喬
木
、
高
さ
約
八
メ
ー 

 
 
 
 

ト
ル
、
葉
は
羽
状
複
葉
、
初
夏
、
淡
紫
色
の
五
弁
の
小 

 
 
 
 

花
を
多
数
つ
け
、
芳
香
が
あ
る
。
果
実
は
秋
に
黄
熟
す 

 
 
 
 

る
。 

生
薬
名 

苦
棟
皮

く

れ

ん

ひ

―
幹
皮
を
乾
燥
し
た
も
の 

効 

用 

条
虫･

回
虫･

駆
虫
剤
と
し
て
苦
棟
皮
一
日
十
グ
ラ 

 
 
 

ム
を
空
腹
時
に
煎
服
す
る
。
ひ
び
・
あ
か
ぎ
れ
・
し
も 

 
 
 

や
け
に
熟
し
た
果
肉
を
患
部
に
塗
る
。
実
を
乾
燥
し
た 

 

 

682 683 



          

の
を
煎
服
す
れ
ば
熱
さ
ま
し
・
利
尿
に
も
よ
い
。 

  

57 

イ
ヌ
山
椒∧

サ
ン
シ
ョ
ウ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
落
葉
灌
木
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
、
さ
ん 

 
 
 
 

し
ょ
う
に
似
る
。
葉
は
長
く
、
芳
香
が
な
い
。
夏
、
淡 

 
 
 
 

緑
の
花
を
つ
け
る
。 

 

効 

用 

せ
き
止
め
に
果
実
一
回
五
グ
ラ
ム
を
水
二
百
Ｃ．Ｃ．
で
半 

 
 
 
 

量
に
煎
じ
、
冷
め
な
い
う
ち
に
服
用
す
る
。
砂
糖
を
小 

        

          

剤
と
し
て
陳
皮
五
グ
ラ
ム
に
砂
糖
を
加
え
て
熱
湯
を
注 

い
で
飲
む
。
ミ
カ
ン
風
呂
は
生
の
果
実
の
皮
を
入
れ
る 

と
血
行
を
よ
く
す
る
。 

  

59 

カ
タ
バ
ミ∧

シ
ー
ミ∨

 

生
地
産
状 

道
端
、
庭
先
な
ど
に
自
生
、
多
年
草
、
開
花
期
は
春 

 
 
 
 

か
ら
秋
ま
で
長
く
、
黄
色
の
小
花
が
咲
く
。
花
後
、
円 

 
 
 
 

柱
形
の
果
実
を
結
び
、
熟
す
る
と
、
果
皮
が
は
じ
け
、 

       

量
加
え
て
も
よ
い
。
十
二
脂
腸
虫
に
は
根
皮
を
煎
服
す 

 
 
 
 

る
。
打
ち
身
・
肋
膜
炎
・
肺
炎
に
乾
燥
し
た
葉
を
細
か 

 
 
 
 

く
も
み
砕
き
、
小
麦
粉
と
酢
で
練
り
合
わ
せ
塗
布
す
る 

 
 
 
 

と
効
く
。
患
部
の
炎
症
の
熱
を
と
る
の
で
、
薬
は
硬
く 

 
 
 
 

な
る
か
ら
、
ぬ
る
ま
湯
で
ふ
く
よ
う
に
し
て
取
り
、
新 

 
 
 
 

し
い
の
と
取
り
替
え
る
。 

58 

ミ
カ
ン∧

ク
リ
ブ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
栽
培
、
常
緑
小
喬
木
、
葉
は
長
卵
形
、
互 

 
 
 
 

生
六
月
ご
ろ
白
色
五
弁
の
花
を
開
き
黄
色
の
果
実
を
つ 

 
 
 
 

け
る
。
芳
香
が
あ
る
。 

 

生
薬
名 

陳
皮

ち
ん
ぴ

―
果
実
の
皮
を
乾
燥
し
た
も
の 

 

効 
用 
せ
き
止
め
・
痰
切
り
・
か
ぜ
・
利
尿
・
発
汗
・
消
化 

               

中
の
種
子
が
は
じ
け
飛
ぶ
。 

効 

用 

か
い
せ
ん
・
虫
刺
さ
れ
に
は
葉
汁
を
つ
け
る
。
茎
葉 

 
 
 
 

を
煎
服
す
る
と
淋
疾
に
よ
く
、
痔
、
脱
肛
に
は
煎
汁
で 

 
 
 
 

洗
う
と
よ
い
。
標
白
剤
、
媒
染
剤
と
し
て
も
用
い
る
。 

  

60 

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ 

 
 
 

生
地
産
状 

自
生
、
多
年
草
、
茎
は
細
長
く
、
枝
多
く
、 

 
 
 
 

半
ば
地
上
に
は
う
。
茎
葉
に
細
毛
が
あ
る
。
葉
は
掌
状 

 
 
 
 

に
分
裂
、
夏
五
弁
の
白
か
紅
色
の
花
を
つ
け
、
花
後
、 

 
 
 
 

果
実
を
結
び
、
は
じ
け
て
種
子
を
放
出
す
る
。
花
の
咲 

 
 
 
 

く
前
は
毒
草
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
に
似
て
い
る
の
で
注 

 

 

 

684 685 



       

 
 

意
。
細
毛
が
上
向
き
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
は
茎
に
直
角 

 
 
 
 

に
な
っ
て
い
る
。 

効 

用 

下
痢
止
め
、
胃
腸
病
に
茎
葉
を
陰
干
し
に
し
た
の
を 

 
 
 
 

煎
服
す
る
。
赤
痢
に
は
一
日
三
十
匁
を
煎
服
す
る
。 

  

61 

ア
ズ
キ 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
、
高
さ
約
七
十
セ
ン
チ
、
葉
は
裂 

 
 
 
 

け
て
複
葉
、
夏
、
葉
わ
き
に
黄
色
蝶

ち
よ
う

形
の
花
を
つ
け
、 

 
 
 
 

秋
、
赤
豆
十
個
ほ
ど
入
っ
た
さ
や
を
つ
け
る
。 

 

効 

用 

消
炎
、
利
尿
に
一
日
二
十
グ
ラ
ム
を
煎
剤
と
な
し
、 

 
 
 
 

ま
た
は
黒
焼
に
し
て
用
い
る
。
脚
気
・
催
乳
・
緩
下
剤 

        

効 

用 

利
尿
・
駆
虫
剤
と
し
て
茎
葉
の
乾
燥
し
た
の
を
一
日 

 
 
 
 

十
五
～
三
十
グ
ラ
ム
煎
服
す
る
。
茎
葉
、
種
子
は
水
腫
・ 

 
 
 
 

脚
気
・
健
胃
剤
に
も
な
る
。
俗
に
ハ
マ
茶
、
マ
メ
茶
、 

 
 
 
 

コ
ウ
ボ
ウ
茶
と
い
っ
て
茶
の
代
用
に
し
て
い
る
。 

63 

タ
ン
キ
リ
荳 

生
地
産
状 

自
生
、
多
年
つ
る
草
、
茎
葉
は
褐
色
の
短
粗
毛
が 

 
 
 
 

あ
り
、
茎
は
他
の
も
の
に
か
ら
み
つ
き
葉
は
三
小
葉
の 

 
 
 
 

羽
状
複
葉
で
長
柄
互
生
、
夏
、
葉
わ
き
に
黄
色
の
小
蝶 

 
 
 
 

形
花
数
個
を
つ
け
、
後
、
莢
果

き
よ
う
か

を
結
ぶ
。
莢
果
は
熟
し 

 
 
 
 

て
黒
赤
色
の
種
子
を
二
個
ず
つ
露
出
す
る
。 

         

        
 
 
 

に
ア
ズ
キ
ガ
ユ
に
し
て
用
い
る
。 

62 

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ 

 

生
地
産
状 

河
原
、
土
手
に
自
生
、
一
年
草
、
茎
に
短
毛
、
葉 

 
 
 
 

は
偶
羽
状
複
葉
、花
は
秋
に
黄
五
弁
で
葉
わ
き
に
咲
く
。 

 
 
 
 

果
実
は
扁
平
、
短
毛
、
種
子
が
数
粒
あ
る
。 

                

効 

用 

全
草
、
袪
痰
剤
と
し
て
煎
服
す
る
。
種
子
は
食
用
に 

 
 
 
 

な
る
。 

64 

デ
リ
ス 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
小
灌
木
、
多
く
は
つ
る
性
、
葉
は
羽
状
複 

 
 
 
 

葉
、花
は
紅
色
、根
は
細
長
く
多
く
の
毒
成
分
を
含
む
。 

 

効 

用 

樹
液
を
疥
癬
に
用
い
る
。
根
茎
は
農
業
用
、
家
畜
用 

 
 
 
 

殺
虫
剤
の
原
料
と
な
る
。 

65 

ナ
タ
豆∧

タ
チ
マ
チ∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
一
年
草
つ
る
草
、
夏
、
開
花
、
長
柄
に
淡 

 
 
 
 

紅
紫
色
の
蝶
形
花
を
い
く
つ
も
つ
け
る
。
豆
果
は
長
く 

 
 
 
 

平
た
く
サ
ヤ
状
で
中
に
紅
色
か
白
の
種
子
が
八
～
十
個 

        

 

686 687 



 
 
 
 

ぐ
ら
い
入
っ
て
い
る
。 

 
効 

用 

種
子
を
煎
服
す
れ
ば
、
せ
き
・
肺
病
に
よ
く
、
強
壮 

 
 
 
 

剤
に
も
な
る
。
豆
果
は
漬
物
と
し
て
も
用
い
る
。 

66 

ハ
ブ
草∧

ハ
ブ
茶∨

 

生
地
産
状 
栽
培
、
半
自
生
、
葉
は
羽
状
複
葉
で
、
五
～
六
枚 

 
 
 
 

が
対
に
な
っ
て
お
り
、
豆
果
は
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
サ 

 
 
 
 

ヤ
の
中
に
二
列
に
種
子
が
多
数
入
っ
て
い
る
。
五
弁
の 

 
 
 
 

黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。 

生
薬
名 

望
江
南
―
種
子
を
日
干
し
に
乾
燥
し
た
も
の 

      

     

効 

用 

毒
虫
に
刺
さ
れ
た
と
き
葉
汁
を
つ
け
る
。
望
江
南
は 

 
 
 
 

煎
服
す
れ
ば
、
下
痢
・
腹
痛
・
食
傷
に
よ
い
。
ハ
ブ
茶 

       
 
 
 

利
尿
・
下
剤
・
お
で
き
・
に
き
び
・
は
れ
物
に
一
日
五 

 
 
 
 

グ
ラ
ム
を
煎
服
す
る
。
お
で
き
・
に
き
び
・
は
れ
物
に 

 
 
 
 

は
そ
の
煎
汁
で
患
部
を
洗
っ
て
も
よ
い
。 

68 

ビ
ワ∧

ビ
ワ
ー∨

 

 

生
地
産
状 

栽
培
、
常
緑
高
木
、
葉
は
長
だ
円
形
、
厚
く
堅
く
、 

 
 
 
 

下
面
に
褐
毛
が
あ
る
。
十
一
月
ご
ろ
黄
白
色
の
佳
香
の 

 
 
 
 

小
花
を
つ
け
、
翌
年
初
夏
に
黄
色
の
果
実
を
結
ぶ
。 

 

効 

用 

種
子
は
鎮
咳
薬
で
あ
る
杏

き
よ
う

仁に
ん

水す
い

の
原
料
と
な
る
。 

 
 
 
 

葉
は
健
胃
剤
・
せ
き
止
め
・
の
ぼ
せ
・
腎
臓
・
気
管
・ 

 
 
 
 

淋
疾
に
煎
服
す
る
。 

        

69 

モ
モ∧

ム
ム∨

 

 

生
地
産
状 

半
自
生
、
栽
培
、
落
葉
小
高
木
、
四
月
ご
ろ
、
淡 

と
し
て
茶
の
代
用
と
し
て
い
る
。 

   

67 

ノ
イ
バ
ラ∧

ア
ー
ニ
ジ∨

 

 

生
地
産
状 

自
生
、
四
～
五
月
ご
ろ
、
ほ
の
か
な
香
り
の
す
る 

 
 
 
 

純
白
五
弁
の
花
を
開
き
、
秋
、
紅
色
の
実
を
結
ぶ
。
枝 

 
 
 
 

に
は
鋭
い
と
げ
が
あ
る
。 

          

効 
用 
実
が
深
紅
色
に
熟
す
る
前
に
採
取
し
、
日
干
し
に
す 

 
 
 
 

る
。
こ
れ
を
営
実
と
い
っ
て
い
る
。 

       
 
 
 

紅
色
ま
た
は
白
色
の
五
弁
の
花
が
咲
き
観
賞
用
、
果
実 

 
 
 
 

は
大
形
球
形
で
美
味
、
品
種
が
多
い
。
桃
く
り
三
年
柿 

 
 
 
 

八
年
、
芽
ば
え
か
ら
三
年
目
に
実
を
結
ぶ
。 

効 

用 

産
前
産
後
・
血
の
道
・
月
経
不
順
に
種
子
を
砕
き
五 

 
 
 
 

グ
ラ
ム
を
煎
服
す
る
。
利
尿
・
緩
下
剤
に
白
桃
花
を
乾 

 
 
 
 

燥
し
た
の
も
三
グ
ラ
ム
煎
服
す
る
。
あ
せ
も
に
は
葉
を 

 
 
 
 

ふ
ろ
に
入
れ
て
浴
す
る
も
よ
く
、
葉
汁
を
患
部
に
つ
け 

 
 
 
 

て
も
効
く
。 

 

 

688 689 


